
 

 

 

                   

  令和２年５月８日 能登川北小学校 保健室 

 

 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の流行
りゅうこう

により休校
きゅうこう

が続
つづ

いていますが、能登
の と

川北
かわきた

小学校
しょうがっこう

のみんなは元気
げ ん き

に過
す

ごせ

ていますか。元気
げ ん き

に過ごす
す   

秘訣
ひ け つ

は「早寝
は や ね

・早
はや

起き
お  

・朝
あさ

ご飯
  はん

」です。規則正しい
き そ く た だ    

生活
せいかつ

と栄養
えいよう

をとって 

体調
たいちょう

をしっかりと整え
ととの  

ておきましょう。学校
がっこう

が再開
さいかい

されてみなさんに会える
あ   

のを楽
たの

しみにしています。 

 

 

 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

を予防
よ ぼ う

しよう 

 

対策
たいさく

１ 手
て

洗
あら

いをしましょう 

      外
そと

から帰った
かえ    

時
とき

は、多く
おお  

の人
ひと

が触れた
ふ   

場所
ば し ょ

を自分
じ ぶ ん

も触って
さわ    

いるかもしれない 

ので、流水
りゅうすい

と石けん
せっ   

で手
て

を洗
あら

うか、アルコールで手指
し ゅ し

を消毒
しょうどく

しましょう。 

 

対策
たいさく

２ 咳
せき

エチケットを守
まも

りましょう 

      マスクは、咳
せき

やくしゃみによる飛沫
ひ ま つ

やそこに含まれる
ふく     

ウイルスなどの病原体
びょうげんたい

が 

飛び散る
と  ち  

ことを防ぎます
ふせ     

。 

     ・咳
せき

・くしゃみなどの 症 状
しょうじょう

のある人
ひと

はできる限り
かぎ  

、外出
がいしゅつ

を控え
ひか  

ましょう。 

     ・やむを得ず
え  

出かける
で    

時
とき

は、マスクを使い
つか  

ましょう。 

      咳
せき

やくしゃみをする時
とき

は、ハンカチやティッシュ等
など

で口
くち

と鼻
はな

を覆い
おお  

他人
た に ん

から顔
かお

をそむけ 

１メートル以上
いじょう

離れ
はな  

ましょう。 

 

対策
たいさく

３ 換気
か ん き

・環境
かんきょう

消毒
しょうどく

 

       部屋
へ や

のウイルス量
       りょう

を下げる
さ   

ために、部屋
へ や

の十分
じゅうぶん

な換気
か ん き

を行います
おこな     

。１～２時間
  じかん

ごとに５～１０分間
   ぷんかん

窓
まど

や扉
とびら

を開け
 あ   

、部屋
へ や

の空気
く う き

を新鮮
しんせん

に保ち
たも  

ましょう。     

咳
せき

やくしゃみなどの 症 状
しょうじょう

がある人
ひと

が手
て

で鼻
はな

や口
くち

をおさえると、手
て

にウイルスがつきます。 

       その手
て

で手すり
て    

、テーブル、ドアノブなどみんなが触れる
ふ   

ところを触
さわ

ると表面
ひょうめん

にウイルスがつきます。

そして、他
ほか

の人
ひと

がその場所
ば し ょ

を知らず
し   

に触り
さわ  

、自分
じ ぶ ん

の口
くち

、鼻
はな

、目
め

に触れる
ふ   

ことで感染
かんせん

することがあります。 

 

「密閉
みっぺい

空間
くうかん

」「密集
みっしゅう

場所
ば し ょ

」「密接
みっせつ

場所
ば し ょ

」の３つの密
みつ

を 

避ける
さ   

よう意識
い し き

して過ごす
す   

ようにしましょう 



 

おうちの方へ 

環境消毒をしてみませんか 

   

・家族がよく触れる場所(部屋のドアノブ・照明のスイッチ・リモコン・洗面台・トイレのレバー

など)を消毒します。 

 ・１日１～２回、ドアノブ、テーブル、手すり、スイッチなど、手のよく触れるところを、薄め

た漂白剤（0.05％次亜塩素酸ナトリウム水溶液）または、アルコールを含んだティッシュで

拭きましょう。 

 

 ＊漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム水溶液）を使用した場合は、拭いた場所がさびるおそれがあり

ますので消毒後は水拭きしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 消毒液（次亜塩酸ナトリウムの希釈液）の作り方 

使用濃度 原液濃度   方法 使用目的 

０．１％ ５％ 500㎖のペットボトル１本の水に 

原液１０㎖(ペットボトルのキャップ２杯) 

おう吐物、ふん便の処理時 

０．０５％ ５％ 500㎖のペットボトル１本の水に 

原液 ５㎖(ペットボトルのキャップ１杯) 

ドアノブ、便座、床、衣類 

調理器具 

＊塩素系漂白剤は商品により塩素濃度が異なるので確認してください。 

注意すること 

 ・消毒するときは、十分に換気してください。 

 ・希釈したものは時間がたつにつれて効果が減っていきます。その都度使い切るようにしましょう。 

 ・手指の消毒には使用しないでください。 

 ・保管する際は、危険なのでお子さんの手の届かないところに保管しましょう。 

ペットボトルを利用すると簡単です。 

キャップ１杯が約５㎖に相当します。 


